令和５年度事業報告書

特定非営利活動法人　工房あおの丘

1． 事業の成果

(ラヴォーロあおの丘New：就労継続支援A型)
（１）年間目標について
・就労活動の幅を広げることについて、大きな改革はできなかったが施設外での就労とし
て、企業の印刷作業を再開することとなった。収益の向上に繋がっていないものの地域社会、企業との繋がりとしては前進といえる。
　　・支援について、これまでと同様個別の支援を継続している。利用者それぞれの生活、環境、課題がまちまちであり、ご家族との連絡は貴重な情報となっている。今後も連絡を密にとりながら現状維持に加え前向きな目標設定を提案していきたい。
　　・今年度は業務に偏りがあるものの、業務整理と職員間で共有を図る事ができた。業務分担をならしていくことが課題である。
（２）利用実績について
　・今年度は契約利用者数11名でスタート。12月時点で変わりなく、平均利用者数は定員を下回ることはなかった。2023年度11月時点で平均利用者数は10.4人。利用者数のみで見れば今後の受入れ可能人数は2人。一般就労支援は現在進行形であり、採用が決まれば速やかに求人業務に取り掛かる予定。
　・相談支援事業所など、関係機関からの見学希望が数件あったが利用に繋がるケースはなく、新卒の利用希望もなかった。今後に繋げるために、見学後利用に至らなかった経過を相談支援専門員に確認しておく。
　
（３）職員配置について
　・職員配置については次年度の配置変換時、新卒採用時、中途採用時と多様であり、障害福祉サービスの指定基準、加算要件等の制度を理解した上で配置を決定してく必要があることを痛感した年度であった。令和6年度は障害福祉サービス等報酬改定の年度でもあり、正しく理解しておくことが次年度の課題。
　・8月より新規採用職員の配属が決まりる。
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
　・情報共有について、フォロー不足や伝達漏れが生じる事があった。ラインワークスを活用できていないことが要因のひとつではあるが、情報をキャッチする側の意識、伝達側の意識を強化することも課題。情報伝達ノートを活用していたが、途中で活用しなくなっており今後の職員配置により継続するかどうか検討。
　・意思疎通について、特に問題ないが日々のコミュニケーションを怠らないよう留意していく。
（５）職員の技術向上について
　・今年度も事業として県主催工賃向上に係る研修の他、福祉職員キャリアパス対応初任者研修等に参加。今後も復命研修の他に研修開催の情報収集に努め、他スタッフへの参加促しを継続。所内研修、外部研修の他、事業内での業務伝達を継続し共有業務を増やしていく。
（６）環境、備品整備等について
　・今年度は環境面で特に変化なく、清掃作業に必要な備品は随時要望を出している。
（７）就労支援事業について　※実施しているサービスのみ
　・就労継続支援A型事業として作業収益の赤字が続いている状況。受託作業、法人内受託作業、
　・受託作業について、工場内全体に納期が短くなっており今後の受注について現場工程長と確認をしている。今以上短納期での受注増は工房あおの丘協力工場の作業能力に限界があるため、受注量について工場長と交渉が必要。
　　・平成26年より就労継続支援A型事業の作業としてスタートし。作業単価は毎年改定されているものの最低賃金上昇率と単価上昇率に開きが出る一方であり、利用者配置と受注量の検討が必要。作業の効率化を図っても利用者賃金を賄うには至らない現状。
　　　
（2023年度　ラヴォーロあおの丘New生活介護事業報告）
（１）年間目標について
・『活動内容は、利用者一人一人の能力を生かせるように、ADLの維持向上を図り、利用者の心身の安定を重視していく』
「能力を生かす」の面では、環境面で部屋の活動スペースが、広くなり活動しやすくなった事で本人の身体状態や個々の様子に合わせられる面が増え、「ADLの維持向上」に繋がった
それぞれの利用者に合った対応をスタッフが提案し合い、共有して、支援に当たっていく事も大事だが、その都度利用者の様子を見て、話し合っていく事も今後取り入れていきたい
・『各利用者に合った個人ワークを提供し、利用者にとって、よりよい環境を整えていく』
今年度は、環境面で部屋の畳部分を半分減らして、活動に取り組んだ事により、広いスペースの活動が可能となった
広いスペースが確保できた事により、個人ワークの向上に繋がった
・『利用者の情報共有を常に心がける事により、支援力の向上を意識し、利用者の対応を図っていく』
情報共有に関しては、生活介護の支援会議の全員参加に向けて、内容を充実させている
全員会議の実施や参加できなかった場合も記録を見ながら直接説明も取り入れ、支援内容の共有に繋げていきたい
（２）利用実績について
・生活班は、10月で退所者が1名出たが、利用者個々の身体能力低下やマンツーマンでの対応者が増えてきている為、現行の職員で体制を組んでおり、急な変更が無い場合、職員体制は安定している
・入院が続いた利用者、コロナ関係で休まなければならなくなった利用者がおり、利用実績は落ち込んだ月があった
（３）職員配置について
・現在の職員体制としては、不安定要素は少なく、職員同士協力し合って、安定している
・支援会議の情報共有の強化が生かされている
・職員の支援力を高め、利用者にとっても職員にとっても、過ごしやすい環境は必要
・職員間の業務に対する認識の差が少しでも縮まれば、業務内容も安定し、職員が動きやすくなると考えられるが、方法として見いだせていない
・食事の面では、就Bからの定期的な職員のヘルプにより、前年度のような人手不足はなくなっ
たが、現場の職員不足は木曜日であり、その職員が木曜日休暇の為、不足の時は食事時間を2段階にして対応する等している
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
・支援会議の全員参加が実現されてきている事が、情報の共有の効果は大きいと思われる
・職員個々で、記録が行なえれば、もっと情報は共有できるのではないか
（５）職員の技術向上について
・個別支援計画に全員で携わり、全員で改善していける環境に持っていければ良いが、この問題は解決できていない
　せめて全員が内容をしっかり把握していけるように努力したい
・職員の研修の参加が実現されており、今後の技術の向上に繋がれば良い
・業務時間内で記録に取り掛かる事ができるように業務を考えていきたい
（６）環境、備品整備等について
・部屋をパーテーションで仕切り、個別のスペースを作り対応していく事は、継続して行なっていく
・部屋の改修工事が実現されており、利用者にとっての活動スペースに余裕をもって対応することができるようになった成果は大きい
・今後、環境のよりよい方法を見つけ、活用していきたい
（2023年度　工房あおの丘(就労継続支援Ｂ型)事業報告）
（１）年間目標について
・ラインワークスのグループラインなどを活用して、情報伝達を行なっている。また、サービス管理責任者が、翌週の事業所職員の業務配置表を事前に作成･配布し、職員が把握出来るように取り組んでいる。
・ラインワークスのグループラインで、利用者の様子などを伝達している。その内容を入力する事が出来ていない事もある。日中の作業管理、勤務時間内での業務をどうしても優先する事となる。入力を行なう時間の確保、入力するスタッフ、いつの間にかフェイドアウトしていくスタッフの意識という課題について、なかなか改善されていない。現状は、ギリギリのスタッフで、作業の進捗、進捗に合わせたスタッフ配置で作業を進めている。この改善策対応が、今後必要と感じる。
（２）利用実績について
・今年度も年間カレンダーに沿って、開所日を実施する。作業を実施する開所日も設定していたが、作業が実施出来ないと判断し、外出設定とした。８月にヒスイ海岸、11月は宇奈月散策とし、多くの利用者が参加する開所日となった。今後も臨機応変に内容の変更を行なう事で、利用実績に繋げたい。
（３）職員配置について
・６月末に、利用者による他害でスタッフ１名が負傷。その為、３ヵ月半程の休職となる。他害した利用者を個別対応する事とし、スタッフやや不足。
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
・朝ミーティングで挙がった情報や、就労継続支援Ｂ型利用者や業務などについては、口頭やラインワークスで伝達し、情報共有を図っている。
内容によっては、その都度の聞き取った情報の連絡や確認においては、直接行なっている。
今後においても情報を密にし、スタッフ全員で事業所を運営していく。
（５）職員の技術向上について
・スタッフがパートタイム勤務の割合が多く、勤務時間にも限りがある為、業務分担に偏りあり。
・昨年度に達成出来なかったサービス管理責任者基礎研修に、今年度はスタッフを参加させる事が出来、本当に良かった。また、他研修に積極的に参加するスタッフも見受けられた。今後もスタッフの技術･支援･対応向上を図る為に、研修参加を促す。
（６）環境、備品整備等について
・作業室のエアコン１台に不備が生じた為、作業室３台、事務所１台のエアコンを取り換えて頂く。
助成金申請を活用しながら環境･備品を整え、利用者･スタッフ共に気持ち良く作業や活動に携わる事が出来るよう今後も努めていく。
（７）就労支援事業について　※実施しているサービスのみ
今後、就労に繋ぐ事が出来そうな利用者が現れた際は、定期就労相談会への促しや、就労に繋げる事が出来るように支援を行なっていく。
（2023年度　ラヴォーロあおの丘with　就労継続支援Ａ型　事業報告）
（１）年間目標について
　　　①就労A型のスコア170点達成を目標として、必要な事項を達成していく
　　　　来年度のスコアについては、試算の結果130点以上となる見通し。点数設定上取れない点もあり、目標設定が詰め切れていなかった。来年度以降も見据えて、就労会計の黒字化など、実績を重ねなければならないものがあった。
　　　②スタッフ全体の障害者支援の経験値を上げる取り組みも行っていく
　　　　利用者支援の経験値を上げる取り組みとしては、ほとんど実施できていない。支援計画の作成やモニタリングをおこなってもらった程度で、日常的な支援の関わりを持つ時間を確保できなかった
　　　
（２）利用実績について
　　　10名定員で利用者4名と、定員の半数にも満たない状況。利用者募集の営業活動はしているが、利用に繋がってはいない。新規の開拓と並行して、Ｂ型利用者のＡ型への移行を進めていくべきだった。
（３）職員配置について
　　　法定基準は満たしていたが、加算を取れる人数ではなかった。
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
　　　朝のミーティングを定期化し、必ず写真で残す様にした事で、利用者の動きや状況、スタッフの1日の予定の把握など、共有を進める事が出来た。しかし、朝のミーティングで話題に挙げるべき情報が抜けてしまう事も多々あり、十全な情報共有が出来ていなかった
　　　
（５）職員の技術向上について
　　　利用者への直接支援を行うスタッフがやや不十分。利用者それぞれの課題の把握あといった所まで情報の共有が図れていなかった事など、反省点が多い
（６）環境、備品整備等について
　　　作業環境、備品整備などについては、適宜整える事が出来ている
（７）就労支援事業について　※実施しているサービスのみ
　　　作業内容は、配食のふれ愛の弁当作業。主体的に動く事が4名共出来てきており、内2　名は実働7時間に達し、社会保険に加入するまでになっている。
　　　収支状況についても、年度前半は赤字となっていたが、後半より黒字化しており、年度を通しても黒字で終えられる予想となっている。
　　　今後、利用者が増える事も想定し、現在の厨房内での作業に留まらず配送等、出来る作業の分野を広げていき、利用者一人ひとりの「価値」が上がるように支援していく必要がある
（2023年度　ラヴォーロあおの丘with　就労継続支援Ｂ型　事業報告）
（１）年間目標について
　　　①withでの新たな形態でのサービス運営を円滑に行なえるように、業務の流れを整える
　　　 人員がやや不足。円滑に、という表現には程遠かった。
　　　②スタッフ間、サービス間での情報共有、連携を徹底し、withでの業務を可視化する
　　　　朝に1日の打合せを行い、その記録を全体ラインに送るなどして、withでの動きは少しは全体に共有できたかと思うがそれも一部であり、やはり情報共有は不充分だった
　　　③配食のふれ愛を事業の主体とした就労事業の構築と確立を行い、事業を安定化する
　　　　配食のふれ愛からの業務委託費を中心に、就労会計は年度を通して黒字化する事が出来ており、年度末には利用者に還元できる見通しとなっている
（２）利用実績について
　　定員に余裕を持っての利用者数となっている。
（３）職員配置について
　　　法定基準は満たしていたが、利用者支援とのバランスが悪い。
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
　　　朝のミーティングを定期化し、必ず写真で残す様にした事で、利用者の動きや状況、スタッフの1日の予定の把握など、共有を進める事が出来た。しかし、朝のミーティングで話題に挙げるべき情報が抜けてしまう事も多々あり、十全な情報共有が出来ていなかった
（５）職員の技術向上について
　　　利用者への直接支援を行うスタッフが経験とも不足。そういった状況があっても利用者それぞれの課題の把握あといった所まで情報の共有が図れていなかった事など、反省点が多い
（６）環境、備品整備等について
　　　作業環境、備品整備などについては、適宜整える事が出来ている
（７）就労支援事業について　※実施しているサービスのみ
　　　作業内容として、ふれ愛の配食事業、企業部品の受託事業を行い、年度前半は赤字であったが、後半から黒字に転じる事ができた。また、施設外、イベント販売、建物清掃の作業など、請け負う事が出来なかったものもあるが、予算よりも良い数字で推移した
（2023年度　のびのbe-サポートあおの丘・らいぶずーサポートあおの丘　放課後等デイサービス　事業報告）
（1） 年間目標について
①支援を行う環境を整えていくため、使用しているスペースの個別化を図る。（すべての環境が遊びの場ではなく、場所による気持ちの切り替えがしやすいよう配慮する）
　　　　・日頃の支援では、教室スペースを基本として2事業所を分けて支援を行う環境を整えた。それぞれの事業所が集まる場所として、スタッフ、児童それぞれ意識できている状況である。
・長期休みにおいては、2事業所同時の外出は出来るだけ行わないようにして計画をたてていた。児童数に対してスタッフの配置を調整することで、見守りが困難であると判断した曜日であっても、外出支援を提供することが出来た。しかし、スタッフが減った状況で事業所に残っていた事業は、見守りが手薄になってしまう状況もあったと話を聞いている。今後、スタッフの人数を考えつつ、どのような屋内活動が提供できるのか考えていく必要がある。
・平日利用時の一日の流れについて、視覚化したツールを児童が座るテーブルに設置した。帰りまでの一連の流れを提示する内容になっており、活動後の遊びはどこで過ごしたいか、本人が選択できるようになっている。ベースは全員一緒の内容であるが、一部約束が必要な児童については、ツールに加えて、約束カードもつけることで、確認できるようになっている。
②個別支援計画が常に閲覧できるよう個別ファイルとは別に用意し、関わる児童の支援内容のPDCAサイクルを意識しながら支援に携わっていく。
　　　　・放課後等デイサービス計画及びモニタリング作成時期に合わせて、契約児童のケース会議を開いて、振り返りと今後の支援についての話し合いを行った。サービスごとに児童のケース会議を行っており、全体での共有が必要な際には、児童個別支援会議の場において、共有を図っていた。ケース会議の場では、専用のチェックシートを活用することで、各児童の特性の再確認につなげることができた。現在使用しているチェックシートは、今後改良を加えていき、より個別の特性理解につなげるための内容にしていく。
　　　　・今年度は、ケース会議を通じて、スタッフのPDCAサイクルの意識が高まっている。複数の支援者の視点から見立てに関しての意見が出ることで、どのように支援を改善できるかが考えやすい環境であった。意見は否定的にとらえず、まずはどんなことにでもチャレンジすることを考えていきたい。未計画な内容ではなく、しっかりと計画を立てて、児童それぞれに合った支援につなげていきたい。
③関係機関とのやり取りについて、情報をもらえない状況から、情報をもらいにいく気持ちで情報収集に努める。
　　　　・今年度より、活動写真は現像ではなくデータでお渡しをすることにした。その際に、改めてラインでつながっていない方への登録のご協力をお願いした所、登録件数が増えた。保護者の中でもラインを使用されていない方もおられるため、連絡ノートを活用して情報の交換は密に行っていく必要がある。また、帰りの送迎時、添乗者より保護者とのやり取りを継続して行えており、家庭環境や学校での困り感などを聞くことができていた。また、普段面談希望を出されない親御さんとの面談にもつながった。
　　　　・他事業所との連携に関して、隔月の間隔ほどで情報共有の場の設定があった。学校行事以降や、長期休みの終わりで集まることが多い。活動の様子や、どのようなプランニングで過ごしていたかの報告も兼ねていた。やり取りの中から、学び等の得られることは少ないと感じるため、今後の開催について、内容の改善は必要だと考える。
　　　　　一部事業所とのやり取りは密に行っており、併用されている児童の情報共有を行っている。
　　　　・公立小学校との情報共有に関して、公立小学校に関しては、一部学校を除いて情報がとても少ない状況である。情報を欲しいと思っていても、学校側からの情報はほとんど聞けておらず、保護者からも学校の様子は得られない（保護者もあまり知らない）状況であった。
　　　　・支援学校との情報共有に関して、小学部の先生とのやり取りはとてもスムーズで、学校での面談等で保護者のニーズを吸い上げて、学校とデイで取り組めることを提案しあえる状況であった。中学部以降については、先生からの引継ぎ内容はほとんど聞かれておらず、デイサービスでの様子で気になる点があり、学校での様子を伺うも、一部児童を除き、返答はもらえない状況であった。（高等部については、担任と作業担当で様子を見る人が違うため、引継ぎでの確認はほとんど行えない状況）
（２）利用実績について
　　・今年度も、年度当初の見込みよりも下回る結果が見込まれる。原因として、風邪の流行等での欠席が多かったこと、年度初めに見込んでいた児童の休所が考えられる。
（３）職員配置について
　　・今年度は、公立小学校の迎えで時間帯により入れないこともあったり、予定した時刻に出てこないイレギュラーな事態があったが、対応していただき、送迎が滞りなく行えた。
　　・支援スタッフが増えたことにより、少しずつ対応できる状況となっている。しかし、場所での見守りが困難な状況（一か所にとどまっての遊びや活動を行わない）があり、支援でのかかわりが必要だと思う場合にも、対応が困難な状況は散見された。来年度に向けて一日の利用人数が増えた状況においても、安全に過ごしていただくために、現状のスタッフでの対応でどのような支援が行えるのか、環境を整えられるのか、できることの整理が必要な状況である。
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
　　・昨年度同様、その日の出来事については、すべてスタッフが帰宅の前に付箋にて児童の様子を伝えている。出勤時間の関係上、朝礼に参加しないスタッフについては、朝礼簿の確認も行いながらも、前日に書かれている付箋の内容を確認している。
　　・職員でやるべき業務内容は分けられているため必要な場合や進捗の確認など、声を掛け合って行っている状況である。
（５）職員の技術向上について
　　・ご契約児童のそれぞれのケース会議を開催。意見の出し合いは考えることに繋がり、なぜこのような行動をとるのか、などの見立てを出し合うことで、一人の児童を全体ではなく一人として考えることに繋がっていた。
（６）環境、備品整備等について
　　・16号車（セレナ）の車両が一台追加となる。
　　・窓から外へ出る行為を防止するために、ファインプレイス館内窓（1階）すべてに侵入防止グッズの「はいれーぬ」を設置。
2023年度　工房あおの丘　相談支援　事業報告
（1） 年間目標について
①それぞれの契約者の定められた時期にモニタリング書類および更新計画書類を作成し提出
　することを徹底する
・計画相談支援、障害児相談支援ともに、概ねは作成時期に合わせて作成出来ていた
　・毎月のモニタリング加算の獲得については、予定通りに実施出来ていない。
②作成時期を遵守することにより、全ての契約者に基本的な相談支援サービスを均等に提供する
・障害児相談支援においては、保護者の方との面談を必須として、書類作成にあたっている。
計画相談支援においても、モニタリング作成後は、ご本人との面談を設定して同意を頂いて
いる。
・契約者の方の生活レベル、障害レベルにより、相談支援サービスの提供度は偏りは否めず、
相談支援員として、契約者の方に対する支援の均等分配は現状は難しいところである。
手厚い支援、表面上の支援、の差が現れていかないように改善していきたい。
　
③法人内のひとつのサービス部門としての在り方をさらに確立できるよう、報告・連絡の体制
　や業務の可視化を行なうことにより、スムーズな役割分担につながるよう努めていく
・相談支援事業4人の情報共有については、LINEWORKSを活用。
利用者のケース報告、予定の確認などの情報共有をスムーズに図ることが出来ている。LINEWORKSで予定を挙げることにより、朝のミーティングでの予定の確認がしやすい。
　
（２）利用実績について
・成人68名、児童22名、計91名が現在利用されている。
（３）職員配置について
・管理者と代行者の2名体制で、危機的状況、計画作成の遵守を第一に目指して対応していく
ことが精一杯の状況であったが、4月より一部の利用者支援に対して、スタッフが増えたことで、対応の不足、作成を補ってきた。
　
（４）職員間の意思疎通、情報の共有等について
・上記の記載と重複するが、LINE WORKS　グループLINEを設定して、情報共有を図ってき
た。
良い情報共有のながれを構築することが出来た、と言える。
（５）職員の技術向上について
・相談部会の月1勉強会や、くろべネット事例検討会に参加すること、関係者との繋がりを
持つことで、支援にかかる情報や知識を得ている。
・虐待防止委員会の委員会を通して、虐待防止の知識を深めること、障害福祉サービス事業の支
援者の責務として、法人管理の体制のもとに、一つの事業部門として参加している。
・研修には、自主的に参加をしている。
６）環境、備品整備等について
※別紙「利用者実績一覧表（2023年度）」参照

2． 事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に係る事業

	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	①障がい者(児）の自立生活支援及び社会参加支援事業
	・就労継続支援Ａ型事業・就労継続支援Ｂ型事業・生活介護事業・相談支援事業・日中一時支援事業・施設外就労訓練事業・農水商校連携事業
・スポーツ・外出・年中行事などのレクリエーション活動
	月～金

9：30～16：00

土日祝祭日あり
年間事業日数

247～364日
	・工房あおの丘
（入善町道古）
・ラヴォーロあおの丘New

・ラヴォーロあおの丘with（入善町青木）
・施設外就労先事業所（入善町・黒部市）
	スタッフ44名
ボランティア延べ37名
	１．県内在宅身体･
　　知的障がい者（児）
２．県内在宅精神障がい者
３．県内在宅高次脳機能障がい、学習障がい等に該当する者

※実績は、別紙１参照
	158,349,000円

	②障がい者(児）の地域生活支援事業
	・放課後等デイサービス事業・相談支援事業
・レクリエーション施設などへの外出
	月～金、土
9：00～18：00

年間事業日数

246日


	・のびのbe-サポートあおの丘（入善町上野）
・らいぶず-サポートあおの丘（入善町上野）

・外出場所
	スタッフ14名

ボランティア延べ0名
	県内在宅身体･知的・発達障がい児の内　
※実績は、別紙１参照
	47,367,000円

	③地域福祉の理解と啓発のための広報及び交流事業
	・あおの丘マーケット（年1回）
・広報誌発刊

	9月30日
6・9・12月・
3月
	入善町総合体育館
	イベント・行事ボランティア延べ0名
	延べ参加者60名
800部*4回

	351,000
円

	④人材育成事業
	・専門学校・教育機関生徒実習受入
・14歳の挑戦受入
	
	
	0名
5名


	
	0


（2） その他の事業
	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者

の人数
	受益対象者の

範囲及び人数
	支出額(円)

	他事業所物品販売事業
	・実施せず
	
	
	
	
	0
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